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SWnet・聖学院大学総合研究所　共催
第 5 回ピア・スーパービジョン

　保健・福祉の実践現場で働く人たちが、日々の
業務の自己点検を行い、情報交換をするための交
流研修会である。今回のプログラムはSWnetの企
画立案によるものである。

【プログラム】
開会挨拶
　牛津信忠（聖学院大学人間福祉学部長）
　室井美紀（SWnet代表、人間福祉学科卒業）
卒業生からの報告
　増山章子、河副美春、大西晋介、塩川智大
ピア・スーパービジョンの説明
　助川征雄（聖学院大学人間福祉学科長）
ピア・スーパービジョン
全体共有

司会：引地之宜（人間福祉学科卒業）
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【結果の概要】
このアンケートもSWnetによって実施・集計され
た。
36名の参加者のうち18名から回答を得た。

1 .参加者の学籍（大学入学年度）について
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2002年
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5%
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5%

2003年
度入学
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卒業生で
はない
5%
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はない
5%

N/A
15%
N/A
15%

参加者の大学入学年度

2 .グループ・ディスカッションの班編成について

よかった
94%

特になし
6%

班編成について

3 .ディスカッション班編成の適正人数は

5人以下
17%

6人
33%

7人
11%

8人
22%

9人
11%

10人以下
6%

班編成の適正人数

4 .ディスカッションの時間配分について

良かった
71%

短かった
29%

ディスカッションの時間配分

5 .会場の新都心ビジネス交流プラザについて

ちょうど
よい
87%

遠い
13%

新都心ビジネス交流プラザについて

6 .次回のピアへの参加希望について

参加したい
100%

次回の参加希望

《卒業生の発表について》

・ 実際の現場で働く方の生の言葉を聞くことがで
き、大変参考になりました。普段話せない(話
す場がない、理解してくれる同職の人がいない
など)ことを打ち明けられる良い機会だと思い
ました。

・ 今後の仕事についての参考や、それぞれの職場
の様子や問題点・課題等を知ることができ良
かったです。

・ 各分野の生の声を聞くことができたので良かっ
た。他の分野の発表でも共感ができた。
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・ 自分だけでなくみなさんとても大きな悩みをお
持ちだと分かり良かったです。

・色々な職種・立場の人の話が聞け興味深かった。
・ 高齢・障がい者・MSW・PSWと発表者がいてと

ても良かった。
・ 個人での考え方や施設ならではの意見が聞けま

した。
・身近な話が多く、良かった。
・皆さんのお話が聞けて、良かったです。
・参加者の発表が聞けて良かった。
・とても有意義でした。
・参加できてとても良かったです。

《ピア・スーパービジョンの感想》

・ 久しぶりに先生や友人と会うことができて良
かった。参加者の一言一言に心の疲れが取れる
ような気持ちを持った。

・ 働き方、インテークのとり方、休みの取り方、
職場でのコミュニケーションの取り方を話あっ
た。

・ 仲間同士で話あったことで、悩んでいるのは自
分だけではなく、他の人も同じような悩みを
もっているんだと分かり、心の支えとなりまし
た。

・ 皆悩んでいるんだと知ること、解決に向けたア
ドバイスをもらえることは各人の成長の一助と
なりうるんだなと思い、語ることで個人の中で
明確化されていくんだなと改めて実感しまし
た。久々のピア、面白かったです。

・ 各々煮詰まっている方が多くて、本当にこの場
が大切な時間だと改めて感じました。

・ 同じ悩みを抱えた人がいたことを知ることがで
きて良かった。

・ 皆どこも大変な中仕事をされているんだなと、
自分ももう少し頑張れるかなと思えました。

・ 職場の人間関係の課題が多く、自分の職場との
違いを知ることができた。もっといろんな人の
話が聞けたら良かった。グループ内でどうして
も話を聞けない人がいるのは仕方ないことか
な。

・ 人それぞれで自分にはまだない悩みや共感でき
る悩みを聞けて良かったです。

・ 職員のコミュニケーションの大切さ、それが利
用者支援の向上に一番結びついているのでは
思った。

・ 話を聞いて自分の考えや立場を改めて感じられ
た。

・ 大変よいアドバイスを頂け、勉強になりました。
・ とてもありがたいアドバイスを頂けてよかった

です。
・いろいろな分野の話が聞けて良かった。
・ 様々な場でお仕事している方のお話が聞けてよ

かったです。
・色々と聞けて良かった。

ピア・スーパービジョンでは分野ごとにグループ・
ディスカッションを行った。
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